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原則、「在宅避難」をしましょう。周りと比べて
低い土地に住む場合は必要に応じて避難
してください

テレビ、ラジオなどで
情報を収集する 

判断 収集した情報をもとに避難のタイミングを決め
安全な場所へ避難を開始する 

「避難」って何をすればいいの？

　「避難」とは「難」を「避ける」、つまり、「危険を回避する」行動のことをいいます。
　自宅に比べて「3密」状態になりやすく、感染リスクの高くなる避難場所に行く
ことだけが避難ではありません。本当に避難所に行くべきかどうかを考え、状況
に合った避難をすることも選択肢の一つです。 
 下記の避難行動判定フローを参考に、自分の取るべき避難行動を考えてみましょ
う。

避難行動判定フロー

ハザードマップ※１の自分の住んでいる
ところに、災害の危険があることを示す
色がぬられていますか？ 

災害の危険があるので、原則※2、自宅外に避難が必要です 

自分や、一緒に避難する人は避難に時間がかかりますか？ 

安全な場所に住んでいて身を寄せられる
親戚や知人はいますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる
親戚や知人はいますか？

警戒レベル3　※3
が出たら
「お知り合い避難」を

※１市のホームページでハザードマップや指定避難場所を確認できます
※２浸水する深さより高いところにお住いの場合は、自宅にとどまる方が安全な場合もあります
※３避難のタイミングを示す「警戒レベル」については右ページを参照

　　　　　　　　「お知り合い避難」・「在宅避難」のススメ

　「お知り合い避難」とは、親戚や知人の住む、安全な家に避難することです。前もって「台風が来る
前日にお邪魔する」など確認し合っておけば、気兼ねなく避難することができます。
　また、自宅にとどまり安全を確保する「在宅避難」も選択肢の一つです。

いいえ 

警戒レベル3 ※3が
出たら指定避難場所
※1に避難を 

警戒レベル4 ※3
が出たら
「お知り合い避難」を

警戒レベル4 ※3が
出たら指定避難場所
※1に避難を 
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水平避難 垂直避難・
屋内安全確保

避難場所の種類と役割

地震や地震に伴う大規模な火災
時に避難する場所です

大火災避難場所

災害時に特別な支援を必要とする
方を受け入れる場所です

福祉避難所

　避難行動には、▷海や河川からより遠くへ移動する 水平避難
垂直避難

屋内安全確保
あります。

　災害の種類や状況によって、避難する場所が異なります。避難場所の違いを理
解し、最寄りの指定避難場所や津波等一時避難場所を確認しておきましょう。

指定避難場所

災害により住まいを失った場合
や、災害発生後に災害の危険性が
なくなるまで避難する場所です

津波や洪水が発生した場合や発
生のおそれがある場合、一時的に
避難できる場所です。避難情報が
発令された際に避難可能です

津波等一時避難場所

4. 避難方法と避難場所について
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７.「マイ避難カード」をつくりましょう 

　自然災害では、自分の命は自分で守ることが大原則です。近年、風水害など
の自然災害が激しくなる中で、一人ひとりの主体的な避難行動がますます重要
になってきています。 

「マイ避難カード」とは 

　自然災害では、マイ・タイムライン（個人の防災行動計画）を考える中で、
「いつ（避難のタイミング）」や「どこへ（避難先）」、「どのように（避難
する方法）」などをまとめたものです。

「マイ避難カード」のつくり方

【ステップ1】自宅付近の災害時の危険性を確認する 

　ハザードマップを確認し、そのまま自宅にとどまって安全なのかなど、自宅
付近にどのような危険があるかを知っておきましょう。 

 【ステップ2】  避難開始を判断する情報を確認する

　ハザードスムーズに避難するために、「いつ逃げるのか」という自分の避難
のタイミングをあらかじめ決めておくことが大切です。避難を始めるきっかけ
となる避難指示などの避難情報や情報の入手方法を確認しておきましょう。

 
 

 【ステップ3】  「マイ避難カード」に記入する

　「いつ」「どこへ」「どのように」避難するかを考えて、下図を参考に同カードを作成しま
しょう。普段から目に留まる場所に貼ったり財布に入れて持ち歩いたりして、いざというと
きにすぐに見られるようにしておきましょう。 



アルコール消毒液

体温計

災害時に備えて家庭備蓄を始めましょう

　過去の事例によれば、災害発生からライフライン復旧まで１週間以上を要する
ケースが多くみられます。
　また、 災害支援物資が３日以上到着しないことや物流機能の停止によって、１
週間はスーパーマーケットやコンビニなどで食料が手に入らないことが想定され
ます。
　このため、最低３日分～１週間分×人数分の食料の家庭備蓄が望ましいといわ
れています。 
　災害に備えるためには、食料の家庭備蓄を非日常のものと考えるのではなく、
日常の一部として普段から無理なく楽しみながら取り入れていくことが大切です。 

ローリングストックとは

　①普段の食料を少し多めに買い置き
　②賞味期限を考えて古いものから消費
   ③消費した分を買い足す　
　
　ことで、常に一定の食料が家庭で備蓄されている状態を保つための方法です。　
　







 発行年月：令和元年10月　改訂年月：令和４年3月

尼崎市公営企業局


